
広 侵幸

傑，

　
、
播

思F、一・
粛P

1989

Nα

月

357

応
里

、
纏
羅
纒
鰹

漬’

ゴ・塗一尾

，
べ

　　　　　　　塵　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　『　　　　　　　1　　　　　　　唖　　　　　　　
　　　　　　　・
　　　　　　　ア　　　　　　　

軌

　　　　　　　閣　　　　　　　1　　　　　　　｝　　　　　　　ヨ　　　　　　　腔　　　7

謂

　ノ桑武
∀・、1

詮

竃・　，産 ・　　脆朧・嵩「騰

働

耀
溜

』’1徽9「マ甥マ 悟隔

’　口、

x
糖

擶，．£

阪礎卜

、護本’

讐蛇’
瀬』，　戸［

け
年

4

、

ぎ．

　
『

阜

ノ

ψ　駒

、

畢

圃

導

も　　く じ

ホワイトプラン
　
d

　
n
　
　
　
y

跳
a
e
㎎

飢
■
1
9
血
㎞
配

W
H
l
T
E

水の流れと者

高原と丘

知識・知恵

歴史と未来の時の流れ

活力・エネルキー

“くらし日本r，のまちづくり

「（らし日本一のまちづくり」をめざして

　平成元年度がスタート……P2～P3

平成元年塵84億円の使いみちP4～P5

春の交通安全県民総ぐるみ運動、公共下

水道　　　　　　　　　一一P6～Pア
クラス紹介、国民年金、新しい税制、上

・下水道料金改正　　　……P8～P9
ヘルシークッキング、働く婦入の家

　　　　　　　　　　・P10～P11

史跡のさんぽみち、わが家のアイドル、

私のケッサク、市民文芸……P12～P13

喬少年ホーム、図書館、募集

　　　　　　　　　　…P14～P葉5
まちの話題、おしらせ………P16～P1ア

定例相談、休目当番医………p18

編集と発行　白石市役所総務課（辱989－02宮城県自石市大手町1番1号費0224－25－2111）　印刷　遠藤印刷所



　　　　睡』墜

羅
－

r

一
紙
纐
鰹

藁
　
ー
　
書

　
第
二
百
四
十
回
自
石
市
議
会
定
例
会
が
、
三
月
六
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
に
、
川
井
市
長
か
ら
平
成
元
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の

施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
施
策
は
、
第
三
次
臼
石
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
す
事
業
で
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
四
十
回
白
石

市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た

り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案
の

説
明
に
先
立
ち
、
平
成
元
年
度
市
政
運

営
に
対
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所

信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
十
月
、
市
民
の
皆
様
の

絶
大
な
る
ご
支
持
に
よ
り
、
引
き
続
き

市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
先
の
一
期
四
年
を
返
り
み
ま
す
と
、

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
東
中
学
校

の
開
校
実
現
と
臼
石
中
学
校
の
改
築
事

業
に
着
手
し
た
の
を
は
じ
め
、
大
鷹
沢
、

深
谷
、
天
王
な
ど
、
三
か
所
の
農
工
団

地
を
中
核
と
す
る
十
数
社
の
企
業
誘
致

や
、
高
度
情
報
基
地
と
し
て
の
「
パ
ソ

コ
ン
実
験
セ
ン
タ
i
」
を
開
設
し
た
ほ

か
、
継
続
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
臼
石
川
緑
地

公
園
に
野
球
場
と
陸
上
競
技
場
を
建
設

し
、
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
達
が
浅
い
流

れ
の
中
で
安
心
し
て
遊
べ
る
親
水
広
場

や
水
路
の
造
成
な
ど
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

的
公
園
と
し
て
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
暦
二
千
年
に
向
け
た
新
し

い
国
土
づ
く
り
の
指
針
、
い
わ
ゆ
る
多

極
分
散
型
の
国
土
形
成
を
目
指
し
た

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
が
策

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
に
お
遂

ま
し
て
も
、
　
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
旗
じ
る
し
と
し
た
第
三
次

臼
石
市
総
合
計
画
が
市
民
総
意
の
も
と

に
策
定
を
見
る
な
ど
、
計
画
具
体
化
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
期
四
年
間
に
成

し
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
れ
ら
｝
連

の
事
業
は
、
都
市
と
し
て
の
基
盤
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
市
が
当
然
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
行
な
っ
て
き

た
だ
け
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
”
白
石
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
々
に
着
手
す
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
、
平
成
元
年
を
臼
石
な
ら
で
は

の
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ

ー
ト
す
る
元
年
と
し
て
位
置
づ
け
、
今

後
臼
石
市
第
三
次
総
合
計
画
を
市
政
運

営
の
基
本
と
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
た
個
性
と
活
気
に
満
ち
た
住
，

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
次
の
六

つ
を
重
点
事
業
と
し
て
掲
げ
、
全
力
を

あ
げ
て
こ
れ
と
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
構
想

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
・
白
石
」

　
ま
ず
第
一
点
は
、
昨
年
自
治
省
か
ら

リ
ー
デ
イ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

採
択
を
受
け
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

構
想
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
・

臼
石
」
の
メ
イ
ン
と
な
る
他
に
類
の
な

い
源
泉
利
用
の
室
内
温
泉
プ
ー
ル
及
び

ク
ア
ハ
ウ
ス
を
本
年
度
か
ら
の
二
か
年

継
続
で
建
設
し
、
こ
れ
を
核
と
し
な
が

ら
平
成
二
年
度
以
降
は
臼
石
川
の
川
岸

に
．
ふ
れ
あ
い
広
場
”
や
遊
歩
道
を
設

置
す
る
ほ
か
、
不
忘
山
麓
の
ミ
ズ
ベ
シ

ョ
ウ
群
生
地
を
「
水
芭
蕉
の
森
」
と
し

て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
．
一
年
度
に
完
成
予
定

の
七
ヶ
宿
ダ
ム
に
関
連
し
た
材
木
岩
周

辺
の
親
水
公
園
や
虎
岩
付
近
に
展
望
台

を
設
置
す
る
な
ど
、
臼
石
の
”
水
”
を

生
か
し
た
こ
れ
ら
事
業
を
一
連
の
も
の

と
し
て
と
ら
え
、
広
城
観
光
開
発
を
計

画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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益
岡
公
園
の
整
備

　
第
二
点
は
、
益
岡
公
園
の
整
備
構
想

で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
石
城
の
復
元
と
連

動
す
る
郷
土
資
料
館
の
建
設
及
び
茶
室

復
元
な
ど
、
益
岡
公
園
全
体
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
来
、
学
者
グ
ル

ー
ブ
に
よ
り
種
々
検
討
が
な
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
三
月
三
日
に
そ

の
検
討
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
展
開
の

必
要
性
が
強
く
主
張
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
元
市
長
故
鈴
木
孝
一
郎
氏
邸
に
は
、

本
市
に
た
だ
一
つ
し
か
な
い
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
す
ば
ら
し
い
日
本
庭

國
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
・
ご
遺
族

の
ご
好
意
に
よ
り
ま
し
て
こ
れ
を
譲
り

受
け
、
こ
こ
に
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」

と
し
て
、
茶
室
の
移
転
復
元
を
含
め
た

古
典
芸
能
伝
承
の
館
を
建
設
し
、
本
年

度
中
に
は
、
完
成
さ
せ
る
考
え
で
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
臼
石
城
の
復
元
に
つ
い
て
は
、

そ
の
た
め
の
調
査
費
を
当
初
予
算
に
計

上
い
た
し
ま
し
て
、
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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国
際
的
な
高
原
咳
ゾ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
拠
点
づ
く
り

　
第
三
は
、
先
に
宮
城
県
と
宮
城
蔵
王

山
麓
観
光
協
議
会
が
策
定
い
た
し
ま
し

た
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
地
区
基
本
計
画
の
報

告
書
に
基
づ
き
、
本
年
度
か
ら
の
二
か

年
継
続
事
業
と
し
て
蔵
王
連
峰
に
お
け

る
多
種
多
様
な
観
光
資
源
を
利
用
し
た

国
際
的
な
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
拠
点
づ
く

り
に
向
け
て
、
そ
の
具
体
的
な
実
施
計

画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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テ
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築
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第
四
は
、
す
で
に
情
報
交
信
を
開
始

し
た
「
パ
ソ
コ
ン
実
験
セ
ン
タ
ー
」
を

更
に
充
実
さ
せ
、
高
度
情
報
化
社
会
に

対
応
し
得
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　
第
五
は
、
地
域
の
活
性
化
に
深
い
か

か
わ
り
の
あ
る
商
工
業
の
振
興
で
あ
り

ま
す
。

　
私
は
、
就
任
以
来
、
市
の
活
性
化
に

は
工
業
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
信

念
の
も
と
、
有
望
企
業
の
誘
致
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
社
員
の
地

元
雇
用
や
購
買
力
の
増
加
に
伴
う
商
店

街
の
振
興
な
ど
、
そ
の
波
及
効
果
に
は

多
大
な
も
の
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

今
後
も
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
不
足
が

商
店
街
沈
滞
の
大
き
な
原
因
と
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
買
収
の
済
ん
だ

臼
石
駅
前
貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
を
駐
輪
場

や
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
、
さ
ら
に
物

資
部
跡
地
に
は
二
階
建
て
の
駐
輪
場
を

建
設
し
て
通
勤
通
学
者
や
買
物
客
の
利

便
に
供
す
る
な
ど
、
商
店
街
の
活
性
化

に
役
立
て
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

教
育
施
設
の
整
備
・
充
実

　
六
点
目
は
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
、

臼
石
中
学
校
の
第
二
期
工
事
に
着
手
し
、

年
度
内
完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
大
鷹

沢
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
対
処
す
る
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施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
、

好
な
環
境
の
も
と
で
の
教
育
振
興
を
図

っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

校
舎
の
増
築
工
事
を
行
う
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

　
以
上
が
施
策
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ほ
か
、
継
続
・
新
規
事
業
を
と
お

し
て
、
遂
次
整
備
を
必
要
と
す
る
生
活

道
路
の
整
備
、
農
業
及
び
商
工
業
の
振

興
、
都
市
基
盤
の
整
備
拡
充
、
福
祉
の

充
実
な
ど
快
適
な
市
民
生
活
を
確
保
す

る
た
め
の
諸
施
策
に
関
し
ま
し
て
は
、

財
源
の
重
点
的
な
配
分
と
効
率
的
な
財

政
投
資
を
図
り
な
が
ら
、
来
る
べ
き
高

齢
化
社
会
に
も
充
分
対
応
し
得
る
社
会

基
盤
の
確
立
の
た
め
、
渾
身
の
努
力
を

　いめ　ンヤ
ニ年8月完成予定の白石中学校

一蹄
、

続
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
度
に
お
け
る
地
方
財
政
環

境
は
、
引
き
続
い
て
の
国
庫
補
助
負
担

率
の
引
き
下
げ
や
、
累
積
し
た
巨
額
の

借
入
金
残
高
を
抱
え
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私

は
、
こ
う
し
た
財
政
環
境
に
あ
り
ま
し

て
も
、
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え

な
が
ら
、
山
積
す
る
多
く
の
間
題
解
決

の
た
め
、
市
民
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
今
後
と
も
議
員
各
位
並
び
に
市

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
と
い

た
し
ま
す
。

3
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く
ら
し
日
本
一
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

総

務

費

●
白
石
駅
前
駐
車
場
、
駐
輪
場
整
備
費

　
二
千
七
十
万
円
。

●
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
公

　
立
刈
田
綜
合
病
院
に
対
す
る
負
担
金
、

　
補
助
金
、
出
資
金
、
合
わ
せ
て
一
億

　
九
千
六
百
二
十
一
万
円
。

●
国
土
利
用
計
画
策
定
委
託
料
三
百
十

　
一
万
円
。

●
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

　
ど
交
通
安
全
対
策
費
一
千
九
百
二
十

　二

万
円
。

●
固
定
資
産
（
土
地
）
評
価
業
務
委
託

料
九
百
五
十
万
円
。

●
参
議
院
議
員
な
ど
の
選
挙
執
行
経
費

　
一
千
五
百
十
八
万
円
。

害
者
医
療
費
及
び
母
子
福
祉
対
策
貸
▲
▼

付
金
、
保
育
園
、
児
童
館
の
運
営
費

な
ど
に
一
億
八
千
七
百
九
十
六
万
円
。

衛

生

費

平
成
元
年
度

①市税

　　　2，796，821

　　249・136（2・9％）　　　そあ他

352，100（4．2％）　　　地方

　　　　　　　市債　譲与
　　　　　　　　　　　税
（4．2％）敗雌

　　　　　　　358，658

（33．1％）歳入＼
8，460，832

諸収入
574，508

千円

◎国庫支出金

　919，801
＼（10．9％）／

（6．8％）

②地方交付税

　2，554，000

　　　　（30．2％）

　
市
民
温
泉
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
設
計
開
始

　
平
成
元
年
と
と
も
に
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
元
年
」

で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
二
十
一
世
紀
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
都
市
基
盤

の
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
「
く

ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
予
算
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
歳
入
は
限
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な

活
用
に
徹
し
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る

一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
に
よ
り

借
り
入
れ
を
行
っ
た
り
、
積
立
金
の
取

り
崩
し
な
ど
の
や
り
繰
り
を
し
て
財
源

の
確
保
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

費

●
老
人
医
療
に
係
る
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
九
千
九
百
三
十
六
万
円
、

　
予
防
医
療
及
び
市
民
の
健
康
づ
く
り

推
進
費
用
な
ど
に
七
千
十
三
万
円
。

●
ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど
に
係
る
仙
南

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
と

し
て
二
億
三
千
四
百
七
十
一
万
円
。

民

生

労

働

費

●
障
害
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
事

　
業
費
九
百
十
万
円
。

●
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
一
億
二
千

　七百七

万
円
、
精
神
薄
弱
者
施
設
入

　
所
措
置
費
一
億
二
千
三
亘
一
十
一
万
円
。

●
身
体
障
害
者
施
設
入
所
措
置
費
、
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
に
五
千
八
百
三

　
十
三
万
円
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
事
業
委
託
料
、
老
人
ホ
ー
ム
入
所

措
置
費
・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成

金
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な

ど
に
二
億
五
千
二
百
十
万
円
。

●
児
童
手
当
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身
障

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
ぴ
働
く
婦
入

　
の
家
運
営
費
、
失
業
対
策
事
業
費
、

勤
労
者
の
福
祉
充
実
の
た
め
の
貸
付

金
な
ど
に
三
千
七
百
二
十
七
万
円
。

農
林
水
産
業
費

●
農
道
、
溜
池
の
改
修
、
維
持
補
修
な

　
ど
農
業
施
設
の
整
備
に
五
千
五
百
三

　十

五
万
円
、
広
域
営
農
団
地
農
道
整

　
備
負
担
金
九
百
六
十
三
万
円
。

●
農
業
振
興
補
助
・
負
担
金
と
し
て
圃

場
整
備
事
業
な
ど
に
係
る
利
子
補
給

　
三
千
五
百
三
万
円
。
仙
南
地
域
グ
リ

ー
ン
ト
ピ
ア
推
進
、
農
業
祭
、
い
も

ち
病
防
除
補
助
金
と
し
て
五
百
八
十

　
四
万
円
。

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
五
干

　
二
百
五
十
五
万
円
、
団
体
営
農
道
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
備
事
業
費
二
千
五
百
二
十
八
万
円
、

　
地
籍
調
査
、
転
作
の
水
田
農
業
確
立

　
対
策
費
七
千
六
百
七
十
八
万
円
。

●
畜
産
業
振
興
の
た
め
、
福
岡
三
住
、

　
不
忘
地
区
の
農
道
整
備
に
二
千
三
百

八
十
七
万
円
。

●
林
道
の
開
設
、
舗
装
、
新
林
業
構
造

改
善
事
業
、
市
行
造
林
な
ど
林
業
振

興
の
た
め
に
一
億
三
千
八
百
十
五
万

円
。

会
議
所
、
観
光
協
会
運
営
費
と
し
て

　
一
千
万
円
、
春
・
夏
ま
つ
り
補
助
金

三
百
万
円
、
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク

ー
ル
及
び
う
ー
め
ん
ま
つ
り
負
担
金

三
百
万
円
の
ほ
か
、
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
一
千
七
百
六
万
円
。

●
自
石
ス
キ
i
場
駐
車
場
・
小
原
温
泉

遊
歩
道
整
備
費
九
百
五
万
円
。

商

工

費

臼
石
川
緑
地
事
業
に
二
億
、
千
七
百

五
十
万
円
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
三
億

百
七
十
七
万
円
。

●
公
営
住
宅
建
設
事
業
費
と
し
て
岩
崎

地
内
に
十
二
戸
分
と
し
て
一
億
二
千

五
百
八
十
七
万
円
。

士

木

費

●
岩
崎
地
内
テ
一
【
ス
コ
ー
ト
等
整
備
費

五
千
百
八
十
万
円
。

●
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
地
区
実
施
計
画
策
定

負
担
金
四
百
五
十
万
円
。

●
中
小
企
業
経
営
資
金
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
の
貸
付
金
六
千
万
円
、
商
工

等
…
、

｝

肖、、
ノ

防

賛

●
新
設
し
た
大
平
小
学
校
の
通
学
路
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
、
橋
梁
な

ど
の
新
設
、
改
良
、
維
持
補
修
費
と

し
て
四
億
三
千
四
百
九
十
九
万
円
。

●
都
市
計
画
事
業
の
西
地
区
土
地
区
画

整
理
、
中
河
原
臼
石
沖
線
街
路
事
業

及
び
水
と
親
し
め
る
公
園
と
し
て
親

水
池
・
芝
生
広
場
等
の
整
備
を
行
う

●
非
常
備
消
防
費
・
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
、
火
の
見
櫓
、
貯
水
槽
新
設
工
事

な
ど
に
七
千
八
百
二
十
六
万
円
。

●
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
と
し
て
一
億
二
千
四
百
三
十
万
円
。

ど
の
建
設
に
六
億
二
千
三
百
九
十
ヒ

万
円
、
大
鷹
沢
小
学
校
校
舎
増
築
費

六
千
五
百
七
十
七
万
円
、
小
・
中
学

校
の
教
材
・
備
品
及
び
学
校
等
の
改

良
補
修
に
八
千
四
百
四
十
五
万
円
。

●
古
典
芸
能
伝
承
の
館
建
設
費
一
億
円
、

市
民
温
泉
プ
ー
ル
設
計
費
三
千
百
八

十
万
円
、
移
動
図
書
館
車
購
入
費
八

百
万
円
、
公
民
館

教

育

費

●
臼
石
中
学
校
校
舎
建
設
及
び
部
室
な

　
　
　
　
｝
！

レ水道事業会計

　収益的収入　5億5，591万円

　収益的支出　3億4，758万7千円

　資本的収入　4億3，104万3千円

　資本的支出　5億7，557万7千円

社
会
教
育
関
係
に
一
億
ヒ
千
ヒ
百
．

十
万
円
。

公

債

費

出歳

●
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
及
び
一
時
借

入
金
に
係
る
元
金
、
利
子
返
済
金
ヒ

億
二
千
二
百
五
十
六
万
円
。

、
図
書
館
な
ど
の

　
　
　
　
　
予
備
費
9
0
0
万
円

　
　
　
労
働
費
6
、
1
7
4
万
4
千
円

　
議
会
費
1
億
8
、
7
4
1
万
5
千
円

消
防
費
2
億
5
6
5
万
7
千
円

会計一一……辱寺　　月u

1〉国民健康保険特別会計

　　　20億5，583万7千円

　　（対前年度比　9，477万3千円減

レ下水道事業特別会計

　　　11億9，934万4千円

　　　（対前年度比　7，548万9千円増

レ地方卸売市場事業特別会計

　　　2，547万2千円

　　（対前年度比577万8千円減）

1〉老人保健特別会計

　　　19億7，064万7千円

　　　（対前年度比2億4，205万7千円増

　
　
　
　
　
商
工
費
2
億
2
、
5
6
0
万
2
千
円

衛
生
費
5
億
5
、
9
6
4
万
2
千
円

　
公
債
費
7
億
2
、
2
5
5
万
6
千
円

農
林
水
産
業
費
7
億
8
、
5
0
8
万
4
千
円

土
木
費
1
2
億
3
、
5
2
9
万
O
千
円

民
生
費
1
2
億
5
、
2
0
0
万
6
千
円

総
務
費
1
2
億
9
、
1
3
2
万
3
千
円

教
育
費
1
9
億
2
、
5
5
0
万
2
千
円

億

21）・

19・

18

17・

16－

15－

14－

13

12－

11

10

　
　
　
　
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一

9
8
7
6
5
4
3
2
1

5



趣
　
　
翠
懸
輪

お
　
畜
　
レ
ソ

属
動
日

幽
・
・
嘱
運
朽
♂

湿
海
塑
、
；

－
・
髄
る
鰻
タ
・
．
距

余
蕊
、
、
・
．
勲
壌

睾
総
月

鯵漂

▽
篇

一
　
　
　
羅
趨

　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

が
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
｝
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
・
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
県
民
が
一
体

と
な
り
交
通
事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
関
係
機
関
・
関
係
団
体
な
ど
県
民
総

参
加
に
よ
る
交
通
安
全
運
動
を
強
力
に

推
進
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、
安

全
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

『
運
動
の
重
点
』

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

鞠
局
　
　
蟻

欝

撃
－
『
△
乳

購
，
－
騨
蕊
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白

漁
．磯、

握
ビ

一
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
夢

②
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

③
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
着
用
の
徹
底

④
マ
ナ
i
・
ア
ッ
プ
・
ザ
み
や
ぎ
，
8
9
運

　
動
の
浸
透傷者死者発生

件数

154413263年

149311662年

＋5＋1＋16増減

宮
城
県
交
通
安
全
県
民
運
動

　
マ
ナ
ー
・
ア
ッ
プ
・
ザ
み
や
ぎ
，
8
9

　
宮
城
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

県
民
総
参
加
に
よ
る
交
通
安
全
運
動
を

推
進
す
る
た
め
、
マ
ナ
ー
・
ア
ッ
プ
・
ザ
み

や
ぎ
，
8
9
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
交
通
事
故
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
ド

ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
の

軽
視
と
交
通
マ
ナ
ー
の
低
下
を
県
民
一

入
ひ
と
り
が
反
省
し
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
を
図
る
も
の
で
す
。

　
　
『
運
動
の
重
点
』

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
の
定
着
化
と

　
　
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

年
間
運
動

　
○
酒
の
み
運
転
絶
滅
運
動

　
○
暴
走
族
追
放
運
動

　
○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
運
動

　
○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
○
幼
児
・
児
童
・
生
徒
を
中
心
と
し

　
た
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
交

　
通
事
故
防
止
運
動

　
〇
二
輪
車
（
原
付
・
自
動
二
輪
V
の

動
昼
間
点
灯
推
進
運
動

運

靭
　
　
　
　
　
裁
誌

　
・
．
鵡
髄
灘
　

サ
　
　
　
　
　
躰
術
確

新
入
学
（
園
）
児
を

　
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
ま
も
な
く
う
れ
し
い
新
入
学
（
園
）

で
す
。

　
わ
ず
か
な
交
通
体
験
や
知
識
し
か
な

い
子
ど
も
た
ち
が
、
危
険
な
車
社
会
の

中
で
新
入
学
（
園
）
を
迎
え
る
た
め
に

何
よ
り
も
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
「
交
通

安
全
」
の
確
保
で
す
。

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
の
指
導
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
《

　
　
子
ど
も
の
事
故
の
特
徴

　
①
自
宅
付
近
の
道
路
で
遊
ん
で
い
る

　
　
時
事
故
に
あ
っ
て
い
る
。

　
②
タ
方
に
多
く
発
生
し
て
い
る
。

　
③
子
ど
も
の
と
び
出
し
が
事
故
を
誘

　
　
発
し
て
い
る

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

榊
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
　
　
励

㎜
　
と
び
出
し
事
故
の
防
止
を
〃
”
…

踊
①
子
ど
も
を
早
期
発
見
し
、
動
き
に
瞳

M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

榊
　
注
意
す
る
こ
と

す
横
断
歩
道
へ
は
、
減
速
態
勢
で
蕊

踊
　
近
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

噛
③
駐
停
車
中
の
車
両
の
側
方
は
、
徐
｝

断
　
行
し
て
通
過
す
る
こ
と
　
　
　
　
踊

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

6

①登校時や学校から帰り遊

　びなどに出かけるときに
　一声かける。

学
姦
｝

嘉

A

趨
ー
過

②通学（園）路を子どもと一

　緒に点検、指導（信号の見

　方、道路の渡り方）する。

③子どもを道路では絶対に
　遊ばせない。

全
国
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

●
子
ど
も
か
ら
の
募
集

ぽ
く
が
さ
き
　
あ
せ
る
心
は

　
　
　
　
じ
こ
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
生
の
作
品
）

公
共
下
水
道
で
き
ず
く

　
　
　
公
害
の
な
い
快
適
な
環
境
・

　
近
代
都
市
の
基
盤
は
、
公
共
下
水
道

の
整
備
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
昭
和
五
十
年
か
ら
整

備
を
進
め
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
、

一
部
供
用
開
始
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

昭
和
六
十
三
年
度
中
に
各
宅
地
内
に
公

共
桝
の
設
置
工
事
を
実
施
し
た
南
町
・

新
館
・
臼
石
沖
・
柳
町
・
本
郷
第
三
・

西
益
岡
・
長
袋
沖
・
山
ノ
下
の
一
部
が

供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
区
の
方
々
（
公
共
桝
設

置
数
五
九
五
個
）
は
、
』
日
も
早
く
下

水
道
を
使
用
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。　

今
回
は
、
供
用
開
始
さ
れ
た
地
区
の

方
々
と
、
本
年
四
月
に
供
用
開
始
に
な

る
地
区
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
の

　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し

　
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
と
し
て
公

示
さ
れ
た
地
区
は
、
現
在
ま
で
に
各
家

庭
の
宅
地
内
に
公
共
汚
水
桝
の
設
置
さ

れ
た
地
域
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
内
で
は
、
下
水
道
法

に
よ
っ
て
雑
排
水
は
、
供
用
開
始
の
告

示
後
「
三
年
以
内
」
に
排
水
設
備
（
宅
地

内
か
ら
出
る
雑
排
水
を
公
共
桝
に
つ
な

ぐ
管
渠
等
の
施
設
）
を
設
け
、
家
庭
か
ら

の
雑
排
水
は
下
水
道
に
流
し
、
河
川
へ

流
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
便
所
も
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
工
事
の
申
し
込
み
と
施
工

　
排
水
設
備
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た

　
「
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
」
以
外
は

で
き
ま
せ
ん
。
排
水
設
備
の
工
事
を
行

う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
確
認

の
申
請
を
し
て
、
法
令
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
指
定
工
事
業
者
は
こ
れ
ら

の
工
事
に
関
す
る
一
切
の
手
続
き
を
代

行
し
ま
す
。

　
　
工
事
費
等
の
審
査

　
工
事
費
が
高
過
ぎ
た
り
、
粗
悪
な
器

具
や
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
市
で
は
排
水
設
備
工
事
標
準
単

価
表
を
定
め
、
指
定
工
事
業
者
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
確
認
申
請
書
に

添
付
さ
れ
る
工
事
内
訳
に
つ
い
て
も
、

標
準
工
事
費
ど
お
り
の
適
正
な
工
事
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
が
済
め
ば
申
請
者
に
確
認
通
知

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
に
改
造

工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
完
了
検
査

　
排
水
設
備
工
事
の
完
了
後
、
完
了
届

に
基
づ
き
市
の
検
査
員
が
立
会
検
査
を

し
ま
す
。

　
便
器
・
排
水
管
・
桝
の
外
部
工
事
な

ど
に
不
合
格
の
点
が
あ
れ
ば
、
施
工
業

者
に
手
直
し
を
命
じ
、
再
検
査
を
し
ま

す
。

　
　
下
水
道
を
大
切
に

　
下
水
道
の
維
持
管
理
に
は
、
調
理
く

ず
や
油
類
を
流
さ
な
い
な
ど
皆
さ
ん
の

協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
で

　
　
　
　
　
快
適
な
生
活
を
！

下
水
道
受
益
者
負
担
金

　
　
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
に
な
る
地
区
の
皆
さ
ん
に
、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
者
に
は
個
々
に
通
知
い

た
し
ま
す
が
、
都
合
に
よ
り
指
定
H
に

出
席
で
き
な
い
方
は
、
も
よ
り
の
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

受益者負担金説明会日程表

参集範囲（行政区）

田町（白石沖）

南町・新館

本郷第三

長袋沖・山ノ下

柳　町

　会　　　場

市役所大会議室

　　　ノ’

本郷第三区民会館

福岡公民館

妙見寺会館

時聞

午後7時

　〃

〃

”

〃

月　目

4月17日帽）

　　18日㈹

　　19日㈱

　　20日㈱

　　21日窃

※都合の悪い方は、もよりの会場においでください。
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ク
ラ
ス
紹
介
⑪

白

4、

ぽ
く
た
ち
の
三
年
二
組

　
ぼ
く
た
ち
の
三
年
二
組
は
、
男
の
子

が
2
1
人
、
女
の
子
が
1
5
入
の
と
て
も
楽

し
い
学
級
で
す
。

　
給
食
の
時
に
、
い
つ
も
お
も
し
ろ
い

話
を
し
て
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
食
べ

ら
れ
な
く
す
る
人
や
、
い
つ
も
泣
い
て

ば
か
り
い
て
、
み
ん
な
を
心
配
さ
せ
る

人
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
す
。
で

も
み
ん
な
と
っ
て
も
仲
良
し
で
す
。

　
学
級
の
め
あ
て
は
、
四
つ
あ
っ
て
、

み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

一
、
思
っ
た
こ
と
は
、
は
っ
き
り
話
す

二
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
進
ん
で
聞
く

三
、
進
ん
で
運
動
し
よ
う

ダ

厭

佐
藤
　
洋
子
・
山
口
　
絵
麻

熊
谷
　
加
奈
子

四
、
み
ん
な
で
助
け
あ
っ
て
生
活
す
る

と
い
う
四
つ
の
め
あ
て
で
す
。

　
一
番
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
は
、
三
と

四
で
す
。
時
々
け
ん
か
を
し
た
り
、
い

じ
わ
る
を
し
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

す
ぐ
仲
な
お
り
し
ま
す
。
そ
し
て
い
つ

も
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
し
て
体
を
き
た
え
て
い

ま
す
。
運
動
の
得
意
な
入
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
三
番
の
め
あ
て
は
、
四
年

生
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
続
け
た
い

で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
先
生
は
、
佐
藤
義
信

先
生
で
す
。
先
生
は
い
つ
も
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
先
生
の
話
は

と
て
も
お
も
し
ろ
い
話
ば
か
り
で
す
。

で
も
時
々
、
話
が
脱
線
し
て
勉
強
時
間

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、

み
ん
な
時
計
を
見
て
い
て
「
先
生
、
時

間
！
時
間
！
」
と
言
い
ま
す
。

　
先
生
は
、
遊
び
時
間
と
勉
強
時
間
を

守
り
な
さ
い
と
言
い
ま
す
。
守
ら
な
い

時
は
、
す
ご
く
こ
わ
い
先
生
で
す
。
ま

る
で
鬼
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
で
も
先

生
は
、
本
当
は
や
さ
し
く
て
お
も
し
ろ

い
先
生
で
す
。
三
年
二
組
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
四

年
生
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
今
よ
り

も
っ
と
よ
い
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

国
民
年
金

納
め
忘
れ
る
と

　
あ
な
た
が
困
り
ま
す

　
昭
和
六
十
三
年
度
（
汰
十
三
年
四
月

～
元
年
三
月
）
分
の
国
民
年
金
保
険
料

に
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
う

一
度
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
年
度
の
保
険
料
を
金
融
機
関
で

納
め
ら
れ
る
の
は
四
月
二
十
八
日
ま
で

で
す
。
そ
の
後
は
、
社
会
保
険
事
務
所

へ
納
め
る
か
、
社
会
保
険
事
務
所
の
発

行
す
る
納
付
書
で
銀
行
ま
た
は
郵
便
局

に
払
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
一
人
ひ
と

り
の
義
務
で
あ
り
、
納
め
忘
れ
が
あ
っ

た
ば
か
り
に
万
一
の
事
故
の
と
き
や
、

歳
を
と
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
は
困
り
ま
す
。
納

め
忘
れ
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と

　
　
　
割
引
き
さ
れ
ま
す

　
保
険
料
は
四
月
か
ら
月
額
八
千
円
で

す
が
、
四
月
中
に
平
成
二
年
三
月
ま
で

の
一
年
間
分
を
前
納
す
る
と
次
の
表
の

よ
う
に
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎

月
納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
前
納
は
、
農
業
収
入
な
ど
が
あ

っ
た
月
か
ら
も
で
き
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
期
限
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
「
受
給
者
現

況
届
」
を
年
一
回
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
期
限

が
次
の
よ
う
に
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
提
出
す
る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
年
金
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
　
　
考

　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
欝

ゆ
ム
ド
も
ヨ

“、」「菰

申
が
死
亡
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

鴫
。。

イ
プ
の
洗
浄
剤
を
あ
わ
せ
て
使
用
し
た

ぽ

翰
た
め
、

櫛
吸

“←ゆ

伽
ル
に
記
入
し
て
あ
る
使
用
上
の
注
意
事
鯉

即
項
を
消
費
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
廓

　
文
字
を
大
き
く
す
る
な
ど
し
て
、
事
故
蝉

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

卵
防
止
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

卿
　
し
か
し
、
本
年
1
月
2
9
日
、
ふ
た
た
鞭

畷
び
洗
浄
剤
と
漂
臼
剤
を
併
用
し
た
た
め
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
　
　
晒

　
国
で
は
、
こ
の
事
故
を
重
く
み
て
、
今
小

蝶
後
の
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
ゆ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

か
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
の
品
質
表
、
爪
睨
鰹

伽
程
の
改
正
を
行
い
、
早
急
な
事
故
防
止
晒

嫌
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
噛

野
ラ
ベ
ル
表
示
の
改
善
　
　
　
　
　
　
．

ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

坤
　
洗
浄
剤
．
漂
臼
剤
に
團
嗣
ψ

噌
囲
園
□
囲
圃
口
圏
　
　
噌

“
と
明
記
し
、
容
器
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
噌

ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

x
表
示
す
る
「
文
字
の
色
、
大
き
さ
」
も
静

中
決
め
ら
れ
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
“

．
　
日
頃
、
何
気
な
く
使
用
し
て
い
る
洗
贈

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

π
浄
剤
か
、
使
い
方
次
第
で
恐
ろ
し
い
症
μ

申
ガ
ス
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
申

噌
　
改
善
さ
れ
た
表
示
を
よ
く
読
み
、
正
ゆ

ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

・
し
い
使
い
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

軒
　
ま
た
、
ど
ん
な
商
品
で
も
必
ら
ず
表
申

ゆ
示
を
た
し
か
め
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
噂

．
安
全
な
家
庭
生
活
が
お
く
ら
れ
る
よ
う
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

伽
心
が
け
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
伽

㌍
　
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
市
卿

輔
民
課
消
費
生
活
相
談
室
費
二
五
1
．
コ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

幽
一
一
（
内
線
一
八
三
）
へ
。
　
　
　
　
繭

を
風
h
、
｝
7
葺
　
　
　
　
　
　
ち
「
も
，
ζ

、
7
辱
内
も
｝
”
ら
二
　
　
》
【
　
辱
き
争

・
＝
9
・
　
　
　
　
＝
9
，
『
・
氏
，
『
「
警
坤
．
』
，
（
弓
．
マ
3
〕
で
奪
　
　
　
・
㌘
与
’
7
弓
．
z
琴
壬
～
塁
ウ

洗
浄
剤
・
漂
白
剤
の
　
　
　
鯨

　
表
示
が
改
善
さ
れ
ま
す
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

昭
和
62
年
1
2
月
に
、
掃
除
中
の
宅
婦
卸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫌

原
因
は
、
塩
素
系
洗
浄
剤
と
酸
性
ク
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
塩
素
ガ
ス
が
発
生
し
、
そ
れ
を
伽

い
こ
み
死
亡
し
た
の
で
す
。
　
　
　
唖

そ
こ
で
、
洗
浄
剤
・
漂
臼
剤
の
ラ
ベ
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
o

法旧

障
害
年
金

母
子
年
金

準
母
子
年
金

遺
児
年
金

寡
婦
年
金

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

寡
婦
年
金

5月31日4月30日

誕生月の末日

今
年
提
出
す

る
へ
は
、
五

月
以
降
に
誕

生
日
を
迎
え

る
入
。

今
年
提
出
す

る
入
は
、
四

月
以
降
に
誕

生
日
を
迎
え

る
八
。
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新法

定
額
保
険
料

付
加
保
険
料

合
計

通
常
納
付
額

几

　一

　）

四
、
八
0
0

八
【
。
｝

〕

旺一1

前
納
額

些
。
、
六
八
D

四

八

，し

八

　
現
況
届
の
用
紙
（
は
が
き
V
は
、
誕

生
月
の
前
月
の
末
頃
に
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
市
長
の
証
明
を
受
け
、
送
り
返

し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金

が
差
し
止
め
に
な
り
、
い
つ
ま
で
待
っ

て
も
年
金
は
受
け
と
れ
ま
せ
ん
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
か
ら
移
行
さ
れ
た

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
お
よ
び
、
二
十

歳
前
の
傷
病
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

七
月
三
十
一
日
で
す
。

　
お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
国
民
年

金
係
費
二
五
⊥
二
二
　
（
内
線
一
三

六
）
へ
ど
う
ぞ
。

新
し
い

I
－

税
制

こ
こ
が
ボ
イ
ン
ト

　
税
制
改
革
法
を
は
じ
め
と
す
る
税
制

改
革
六
法
が
、
先
の
国
会
で
可
決
、
成

立
し
、
昭
和
6
3
年
1
2
月
3
0
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
税
制
改
革
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
元
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
消
費
税
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
税
関
係

部
分
の
あ
ら
ま
し
を
た
ど
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
す
。

■
消
費
　
税
■

広
く
薄
く

　
負
担
を
求
め
ま
す

　
消
費
税
は
、
限
ら
れ
た
も
の
だ
け
に

課
税
し
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
間
接
税

と
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
物
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
上
げ
を
対
象
と
し

た
税
金
で
、
税
率
は
3
％
で
す
。

　
消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄
く
負
担

を
求
め
る
と
い
う
性
格
上
、
い
わ
ゆ
る

非
課
税
の
対
象
と
な
る
の
は
、
土
地
売

買
や
預
金
の
利
子
、
社
会
保
険
医
療
、

教
育
、
社
会
福
祉
の
一
部
な
ど
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
の
物
品
税
、
砂
糖
消
費
税
、
入

場
税
な
ど
の
国
税
、
電
気
税
、
木
材
引

取
税
な
ど
の
地
方
税
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
の

　
仕
組
み
や
計
算
は

　
　
　
　
　
　
簡
単
で
す

　
消
費
税
の
申
告
と
納
付
は
、
製
造
・

卸
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
各
事
業

者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の
年
間
課

税
売
上
高
が
3
千
万
円
以
下
の
事
業
者

の
方
は
、
消
費
税
を
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の
課
税

売
上
高
が
、
3
千
万
円
を
超
え
る
事
業

者
の
方
は
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。
計

算
の
し
か
た
は
簡
単
で
す
（
表
①
）
。

　　　　表①　消費税の納付税額の計算（原則）

年間課税売」二高　　3　　年間の課税仕入高　　3　　　　　、
　　　　　　×一一　　　一　　　　　　　　　　　　　×　　　　　＝糸内f寸不見額
　（不党才友き》　　　100　　　　（不兇抜き）　　　100

　表②　簡易課税制度を選んだ場合の計算

課税脚中の　×・・6七　　一納付税額
課税冗1二高（税抜き）　（卸冗業者は0．3）　　　　’

　表③　限界控除制度による計算

木糊付す魍灘針高一躍・万円納付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

ベき税額　　 3，000万円　　税額

消
費
税
法
の
施
行
に
よ
り

　
　
　
市
の
上
・
下
水
道
料
金
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
さ
れ
ま
す

　
税
制
改
革
関
連
の
法
律
が
成
立
し
、

今
年
の
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
所
得
税
、

住
民
税
等
の
減
税
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

間
接
税
制
度
の
大
幅
改
正
に
よ
り
、
新

た
に
消
費
税
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
上
水
道
（
簡
易
水
道
も
含
む
）

料
金
及
び
水
道
加
入
金
並
び
に
下
水
道

使
用
料
の
算
出
額
に
、
4
月
1
日
か
ら

消
費
税
分
の
3
％
を
加
算
し
て
納
入
し

て
い
た
だ
く
よ
う
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の
年
間

課
税
売
上
高
が
、
5
億
円
以
下
の
課
税

事
業
者
の
方
は
、
簡
易
課
税
制
度
に
よ

っ
て
課
税
売
上
高
の
み
か
ら
納
付
税
額

を
計
算
で
き
る
仕
組
み
が
選
べ
ま
す
。

（
表
②
）
。

◎
ま
た
、
そ
の
年
（
そ
の
事
業
年
度
）

の
年
間
課
税
売
上
高
が
、
6
千
万
円
未

満
の
課
税
事
業
者
の
方
に
は
、
免
税
業

者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
課
税
売

上
高
に
応
じ
て
納
付
税
額
（
平
成
元
年

分
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
）

　
な
お
、
上
水
道
（
簡
易
水
道
も
含
む
）

及
び
下
水
道
の
使
用
で
、
4
月
1
口
以

前
か
ら
継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
5
月
分
の
料
金
及
び
使

用
料
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
水
道
事
業
所
費
、
一
五
－

一
二
一
一
（
内
線
二
七
二
）
・
ト
水
道

課
魯
二
五
－
二
二
二
内
線
…
、
五
二
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
．
部
が
軽
減
さ
れ
る
限
界
控
除
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
③
）
。

　
課
税
期
問
は
、
個
人
事
業
者
の
場
合

は
暦
年
、
法
人
の
場
合
は
事
業
年
度
で

す
。

し
尿
汲
取
手
数
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
4
月
1
日
か
ら
消
費
税
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
い
衛
生
使
用

料
お
よ
び
手
数
料
が
次
の
と
お
り
改
正

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
浄
化
槽
清
掃
・
保
守
点
検

手
数
料
・
斎
苑
使
用
料
・
産
業
廃
棄
物

処
理
手
数
料
も
改
正
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
臼
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
第

一
事
務
所
（
し
尿
等
）
容
毛
－
二
一
一
一

第
二
事
務
所
（
ご
み
等
）
盈
二
五
－
四
Q
五
〇

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し尿汲取手数料等料金表

傭考

1味満l

l吐み7
ます，

1目

　円

δo

新

　円

82

目項

20をにつき
し尿汲取

手数料

市民以外力

場含は倍額

です。

，
θ
　
．
8

疫死体1件につき

ねこ　　”
黙勤脳

法第6条5

槻定によ

処肌杜

3003（19
10Ukgiこ’『）き

ごみ処理

手数料
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働く婦人の家

～あなたの人生

平成元年度　受講生募集

リフレツシュ～

◎定期講座・短期講座

・申し込み受付　4月1日から

・申し込み先働く婦人の家奮25－5095

・経費教材費・資料代等実費

・託　児　満3歳以上の幼児を託児します（昼闇のみ）

！手作り講座〕

働く婦人の家では、各種知識・技能の修得・

趣味・教養およびいこいの福祉施設として、

さまざまな事業を行っています。ぜひご利用

ください。

講座名

パッチ

ワーク

手あみ
（かぎ針）

洋　裁

内容・講師名

基礎から身近かな

小物まで

渋谷京子先生

基礎からアクセサ
リー・セーターまで

大庭寿枝先生

基礎からブラウス

・スカートまで

朝熊　きく江先生

期　日
4月～1帽

12・4水曜》

計12回

5月～12月

（2・4土曜

計16回

5月一12月
（1・3土曜）

計16回

時　問

9：30

11：30

9：30

11：30

9：30

11：30

定員

20

15

15

〔実用・趣味講座〕

講塵名

　
一

の
ナ

茶
マ

お

ペン習字

たて笛
（リコーダー》

入門

園芸百科

着付け

ミート・

クッキング

内容・講師名

おいしいお茶の入れ方

いただき方とマナー

平田操園先生

基礎から美しい文字

を学ぶ

永井　忠雄先生

基礎から家族で演奏

を楽しむまで

我妻朝子先生

みて、育てて楽しむ

園芸Q＆A
臼石農業改良普及所

きものの着方と

マナー

谷津　八代子先生

ソフトでおいしい

肉料理を食卓へ’

畠つね先生

期　日
5月～8月
（1・舶曜）

計6回
4月～7月

（2・4月励

計6回
4月～1朗

（1・3火團

計16回

4月～11月

（第2月励

計8回
4月～6月
〔1・2・314金）

計8回
4月～9月
（第4火曜）

計6回

時　聞

13：30

15：30

9：30

11：30

10：00
～

12：00

9：30

11：30

13：30

15：30

10：00
～

12：00

定員

15

25

20

20

10

24

・健康講座

講座名

卓　球

社交ダンス

入　門

太極挙

内容・講師名

初級コース

臼石卓球協会

草野潔先生

ル
ツ
生

ジ
ル
先

・
ワ
郎

ス
・
志

［
ボ

ル
ン
部

ブ
マ
阿

入門コース
日中友好協会宮城県連

講師村上ちか子先生

期日日

4月～10月
〔2・4．ヒ薗

計12回

5月～11月
（1・3火曜〕

計14回

5月～10月
（1弓口曜》

計12回

時　間

9：30

11：30

18：30

20：30

10：00

12：00

口
貝定

ウ
』

戸
D
O

男
女

30

　
の
　
　
伶
　
　
　

生
　
　

化
　
　
　
　
　
の

　
こ
　
　
操
　
　
）
先
　
　
文
　
　
　
　
家

　
。
　
　
種
　
　
費
子
　
　
と
　
　
　
　
が

　
す
　
　
　
各
　
人
　

実
　
篤
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
わ

　
で
　
　
ら
婦
　
は
石
　
　
ら
　
　
　
　
㌔

6

◎サークル会員募集

サークル名

レ
会

伽
［
引

サ
禾

茶煎
茶

写真サークル

フォト・スワン

”

日　時

11・3目曜l

IO時～12時

（2・4金曜）

10時～12時

費会

額
咀

月
3
0

月額

1000円

講　　師

平田　操園先生

赤川　昌明先生

◆問い合わせ　n石市働く婦八の家

　　　　2ヨ～25－5095

晦

広瀬　富子さん（白石）

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
イ
ワ
シ
8
尾
、
ニ
ン
ニ
タ
ー
片
、
ト

　
マ
ト
水
煮
缶
1
缶
、
た
ま
ね
ぎ
地
個
、

　
こ
し
ょ
う
・
塩
少
々
、
臼
ワ
イ
ン
ま

　
た
は
日
本
酒
坂
カ
ッ
プ
、
チ
キ
ン
固

　
型
ブ
イ
ヨ
ン
ー
個
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ

　
じ
2
、
砂
糖
大
さ
じ
％
、
パ
セ
リ
。

【
作
り
方
】

①
イ
ワ
シ
の
頭
を
落
と
し
、
内
臓
を
取

　
り
、
腹
の
中
ま
で
良
く
水
洗
い
し
、

　
水
気
を
ふ
き
と
り
、
塩
・
こ
し
ょ
う

　
を
ふ
っ
て
お
く
。

②
な
べ
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
熱
し
て
か

　
ら
イ
ワ
シ
を
入
れ
て
強
火
で
全
体
を

　
焼
く
。

イ
ワ
シ
の

　
　
ト
マ
卜
煮

　
（
電
②
に
ワ
イ
ン
を
入
れ
て
か
ら
め
、
ト

　
　
マ
ト
水
煮
を
手
で
崩
し
て
入
れ
、
缶

　
　
汁
、
た
ま
ね
ぎ
の
う
す
切
り
を
加
え

　
　
弱
火
で
1
5
分
間
く
ら
い
煮
る
。

　
④
さ
ら
に
、
パ
セ
リ
の
葉
先
を
つ
ん
で

　
　
加
え
、
4
～
5
分
間
煮
て
か
ら
火
を

　
　
止
め
、
盛
り
つ
け
る
。

一
　
〔
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
メ
モ
〕

一
ト
マ
ト
に
つ
い
て

．
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
『
愛
の
リ
ン
ゴ
』
ド
　

ト
マ
ト
に
は
、
丸
．
玉
系
と
頭
の
や
や

・
イ
ツ
で
『
天
国
の
リ
ン
ゴ
』
イ
タ
リ
ア
　
と
か
っ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
系
が
あ
り
ま
す
。

一
で
は
『
黄
金
の
リ
ン
ゴ
』
と
呼
ば
れ
る
　
　
ト
マ
ト
は
、
ビ
タ
ミ
ン
A
・
顕
・
C

．
ト
マ
ト
。
原
産
地
は
南
米
の
ベ
ル
ー
と
　
を
多
く
含
み
、
脂
肪
の
消
化
を
助
け
る

ρ
い
わ
れ
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
　
ビ
タ
ミ
ン
膨
や
水
に
溶
け
る
食
物
繊
維

一
へ
伝
え
ま
し
た
が
、
青
く
さ
さ
の
た
め
　
も
豊
富
で
、
血
管
を
丈
長
に
す
る
ル
チ

．
食
用
よ
り
観
賞
用
で
し
た
。
　
　
　
　
　
ン
も
含
ん
で
い
ま
す
、

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ニ
ド
ロ
ヤ
お
ロ
　

’
　
1
6
世
紀
、
イ
タ
リ
ア
八
が
ス
バ
ゲ
テ
　
　
ト
マ
ト
の
ヘ
タ
が
緑
色
で
生
〃
、
し
て

一
イ
の
ソ
ー
ス
に
用
い
た
こ
と
か
ら
食
用
　
　
い
る
も
の
ほ
ど
新
鮮
で
、
令
体
に
固
く

・
と
し
て
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
し
ま
っ
て
丸
み
の
あ
る
も
の
が
良
く
、

。
　
日
本
へ
は
、
江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
　
角
は
っ
て
い
る
も
の
は
、
中
身
が
空
洞

一
伝
え
ら
れ
、
明
治
に
入
っ
て
『
赤
な
す
』
　
状
態
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た

、
と
し
て
徐
々
に
食
用
に
な
り
、
大
正
か
　
　
ヘ
タ
の
近
く
に
ヒ
ビ
割
れ
の
あ
る
も
の

ゆ

’
ら
昭
和
初
期
に
な
っ
て
ト
マ
ト
と
し
て
　
は
味
か
よ
く
な
い
よ
う
で
す
。

．
食
用
と
な
り
ま
し
た
。

ー
わ
が
家
の
味

へ
抄
診
0
勿
暫
申
シ
リ

消費生活モニター調査結果
調査日：平成元年3目／日

いよいよ今月から消費税が導入さ

れます。消費税の導入が、私たちの

日常生活にどび）ような景タ響を与える

のかまだわかりませんが、消費生活

を見直してみるよい機会かもしれま

せん。3月1日の調査では、前月レ

あまり大きな価格差はみ’）れません

でした。

【上昇品目】

しょう1由、小麦粉、食ノ寸ン、ノ｛タ

ラ・・プ、理髪料、灯油配達料込。

【下降品目】

砂糖、サラダ油、マーガリン、牛

乳、テで・ソシュヘーバー、洗濯用

合成洗剤、カレーライス、灯油店

【横ばい品目1

ハーマネント料、レギュラーガソ

リン、車擬由、　フロノ亡ンガス。

1．砂　　』糟
品　　名

2、しよう油
3。サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン
6．マーがリン
7．牛 乳

8．バ　9
9．ティツシュペーパー

10．ラ　ツ　ブ
11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理　髪　料
14．パーマネント料

15，灯 油

16．レギュラーがソリン

17．軽 油

18．プロパンガス

銘柄　　規格
上白糖1k9
上級濃ロ　ポリ容器ノ、　／0

ポリ容器入　7008

薄力粉／k9

並食／袋
ソフトカルトン入225g

紙容器入1，000cΩ

カルトン入2258

400枚（200組）紙箱込　1箱

幅30㎝長さ20m（1巻1
ポリ塩化ビニリデン
綿・化繊用　粒状　無りん
紙箱ノ、4．1㎏

並食一皿

小学生理髪

コールド（iショート）

帽2店頭価格

180配達料込価格

／G現金

1砧現金

10m’

平均値
　261円

258

382

222

150

189

219

373

127

205

1，020

450

1，400

5，040

593

626

117

65

4，234

前月平均値

　265円
250

368

220

143

190

220

371

139

201

1，073

463

1，340

5，040

617

09」6
↑17

65

4，234

対前周比

　98．5％
103，2

72．8

100，9

104．9

99，5

99．5

100，5

91，3

101．9

95．1

97．2

↑04．5

ioO，0

96．1

100．9

100．0

100，0

100．0
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第
8
回
公
民
館
ま
つ

　
去
る
3
月
8
日
か
ら
1
2
日
ま
で
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
第
8
回
公
民
館
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
書
道
、
写
真
、
籐
工
芸
、
陶
芸
、
絵

画
な
ど
の
作
品
展
示
や
、
親
子
映
画
会
、

映
画
監
督
羽
仁
進
氏
の
文
化
講
演
会
、

復
活
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
に
ぎ
や

か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
1
2
日
に
開
催
さ
れ
た
女
子
家
庭
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は
各
地
区
代
表
チ
ー

ム
が
出
場
し
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
優
勝

大
鷹
沢
、
準
優
勝
越
河
、
第
三
位
大
平
・

斎
川
チ
ー
ム
で
し
た
。

り

　
　
　
　
闘

　
　
　
　
廟

　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
期

　
　
』
》
裾

灘麹，

職
・
・
、
轟

讐
篶

τ
、
　
縦

訟
マ

P
ヤ

糖膿う謬…

　
古
代
入
は
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
祖

先
の
霊
魂
は
高
山
に
昇
っ
て
神
霊
化
、

す
な
わ
ち
昇
天
す
る
と
い
う
信
仰
を
持

っ
て
い
た
。
一
方
、
日
常
生
活
や
農
耕

と
密
接
な
関
係
の
あ
る
水
の
源
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
く
ま
り

山
の
項
上
を
神
と
し
て
尊
び
、
水
分
神

社
を
祀
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
お
ん
坤
け
ば
や
し

　
八
宮
の
御
岳
林
に
あ
る
水
分
神
社
も

万
物
成
育
の
源
で
あ
る
水
の
流
通
分
配

　
　
あ
ま
　
　
み
こ
ま
り
が
み
　
　
こ
に
　
　
み
ノ
ヤ
ま
り
が
み

を
司
る
天
の
水
分
神
と
国
の
水
分
神
を

祀
る
神
社
で
あ
る
。

　
「
宮
城
県
神
社
明
細
帳
」
や
同
神
社

の
「
水
分
神
社
誌
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、

同
社
は
も
と
蔵
王
大
権
現
と
称
し
、
天

辱、騨

朧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋

　
　
　
　
　
え
ん
　
　
お
づ
の

武
天
皇
の
頃
、
役
の
小
角
の
叔
父
で
あ

　
　
　
　
　
　
が
ん
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

る
修
験
道
の
山
伏
願
行
上
入
が
大
和
の

国
の
蔵
王
権
現
の
分
霊
を
不
忘
山
頂
に

勧
請
し
、
山
岳
道
場
と
し
て
峰
々
に
熊

野
そ
の
他
の
諸
神
を
祀
っ
た
の
が
は
し

ま
り
と
㌧
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で
ひ
ら

　
治
承
元
年
（
二
七
七
）
藤
原
秀
衡
が

蔵
王
権
現
社
の
社
殿
を
造
営
。

　
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
「
風
土
記
御

用
書
出
」
に
よ
れ
ば
大
永
二
年
（
一
五
二

二
）
現
在
地
に
里
宮
を
造
営
し
、
境
内
に

神
明
・
愛
宕
・
争
瞬
天
王
・
加
茂
・
八
幡

・
春
日
・
熊
野
の
小
祠
七
社
を
祀
っ
た

と
い
う
。
こ
の
七
社
に
、
蔵
王
権
現
社

（
水
分
神
社
）
を
加
え
る
と
八
社
に
な

る
の
で
「
八
宮
」
の
名
が
起
こ
っ
た
と

「
安
永
風
土
記
」
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
み
や

　
八
宮
は
、
戦
国
期
ま
で
は
「
休
屋
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
「
天
文
段
銭
古
帳
」

な
ど
に
そ
の
記
載
が
見
ら
れ
、
蒲
生
氏

の
時
代
ま
で
は
「
休
屋
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
片

倉
景
綱
の
所
領
と
な
り
、
代
々
の
領
主

に
よ
っ
て
蔵
王
権
現
社
は
尊
嵩
さ
れ
た
。

　
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
山
頂
の
奥
宮

が
火
災
に
あ
い
、
そ
の
仮
宮
も
ま
た
大

風
の
災
害
を
受
け
た
の
で
、
天
文
五
年

九
月
、
片
倉
家
が
社
殿
を
再
建
し
、
不
忘

山
頂
に
石
祠
を
建
て
御
神
体
を
里
宮
に

移
し
て
安
置
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
と

い
う
。
蔵
王
権
現
社
は
、
明
治
．
一
年
九

　
　
　
　
ニ
ん
こ
ろ

月
、
神
仏
混
清
を
禁
止
す
る
「
神
仏
分

離
令
」
に
よ
り
蔵
王
権
現
の
神
称
を
廃

し
「
水
分
神
社
」
と
改
称
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
臼
石
市
史
」
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ア
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ル
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　政幸さん、芳江さんの長女　角
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　“明るく心やさしいへに　　O
　　　　　なりますように”　㊤
パ竺らひとこと。　　し9

　しち　ニ　で　　なヂに
　　　育ってほしし、ですネ・　角

e免2㊤㊤t2㊤9虻2◎◎虻2◎◎の
　　　　　　　　　　　　ど　3

o
o
◎
㊤
Q
◎
H
づ
◎
◎
＠
勲
o
◎
◎
＠
角
の

」
遂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
バ

　
　
　
　
　
　
」
。
習
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

「
と
も
だ
ち
の
か
お
」

　
　
　
　
小
室
　
貴
寛

わたしの

　　ケツサケ

「
と
も
だ
ち
の
か
お
」

　
　
　
　
日
下
　
な
な

　
　
　
｝
　
　
．

（
福
岡
小
－
年
）

　
老
い
ゆ
け
ば
心
大
ら
か
に
持
つ
べ
し
と
来
賓
の
医

一
師
言
う
を
聞
き
を
り
　
　
　
　
　
　
太
田
み
つ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
わ

、
』
四
世
代
を
生
き
来
し
わ
れ
は
襟
を
正
し
永
久
の
御

■
・
幸
を
送
り
ま
つ
ら
む
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

一
朝
日
射
す
籔
の
青
葉
に
帯
な
し
て
光
り
は
躍
り
春

・
の
立
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

聞
か
れ
た
る
家
紋
を
見
せ
ん
と
取
出
せ
し
羽
織
に

』
「
亡
父
の
姿
顕
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

・
嫁
ぎ
た
る
娘
の
何
気
な
く
言
う
言
葉
に
心
痛
み
て

亡
母
を
想
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

も
あ
か
あ
か
と
燃
ゆ
る
暖
炉
に
手
を
か
ざ
し
バ
ス
発

、
ち
し
あ
と
次
を
待
ち
ゐ
る
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

久
々
に
小
鳥
来
て
喘
く
庭
隅
に
雨
の
一
日
を
芽
吹

く
も
の
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

山
畑
の
隅
に
今
年
も
福
寿
草
は
だ
れ
の
雪
を
あ
げ

て
芽
を
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

病
室
に
一
輪
飾
る
梅
の
香
に
病
み
臥
す
姉
は
春
を

よ
ろ
こ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

朝
日
射
す
厨
の
樽
に
四
ツ
割
の
自
菜
に
柚
子
の
香

り
た
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

「
評
」
】
首
目
、
会
合
に
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た

医
師
の
講
演
に
耳
を
か
た
む
け
る
。
人
間
誰
し
も

老
い
て
い
く
が
、
長
生
き
を
す
る
に
は
く
よ
く
よ

せ
ず
大
ら
か
な
気
持
を
も
つ
こ
と
が
何
よ
り
と
い

う
医
師
の
話
に
作
者
も
一
体
と
な
っ
て
い
る
様
子

が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
二
首
目
、
明
治
生
れ

八
十
七
歳
の
作
者
は
四
世
代
を
生
き
、
天
皇
崩
御

に
あ
い
深
い
悲
し
み
の
う
ち
に
大
喪
の
日
を
す
ご

す
。
三
首
目
、
竹
籔
の
青
葉
を
通
し
て
朝
の
陽
が

す
じ
を
な
し
て
光
り
躍
る
。

す
で
に
春
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
風
景
は

川
股
兵
三
選

庭
に
出
て
ク
ラ
ブ
を
素
振
り
春
を
待
つ
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
（
評
）
ま
だ
冬
ご
も
り
の
身
で
あ
る
が
、
春
を
待

　
　
ち
つ
つ
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
素
振
り
す
る
ひ
と
と

　
　
き
で
あ
る
。

農
を
継
が
ん
蔵
王
に
向
ひ
麦
踏
め
り
　
赤
間
た
か
子

　
　
　
（
評
）
農
業
を
継
ぐ
心
も
や
っ
と
決
っ
た
。
力
強

　
　
く
今
日
は
蔵
王
山
に
向
っ
て
麦
を
踏
む
の
で
あ
る
。

老
け
に
け
り
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
縁
薄
く
若
桑
源
治
郎

　
　
　
（
評
）
老
い
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
　
を
贈
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
然
し
、
バ
レ

　
　
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
迎
え
て
心
は
弾
む
。

三
代
を
生
け
る
よ
ろ
こ
び
梅
の
花
　
近
内
　
キ
ョ
一

雪
つ
も
り
さ
ざ
ん
か
の
花
朱
の
濃
ゆ
く
勅
使
瓦
令
造

吟
詠
の
す
み
て
俄
か
に
霰
降
る
　
　
高
橋
和
歌
子
一

起
き
ぬ
け
に
梅
の
香
あ
り
し
茶
の
間
か
な
岡
崎
澄
子
一

凍
蝶
の
低
く
吹
か
れ
て
草
に
落
つ
　
佐
藤
　
周
子
・

　
　
　
は
ザ
ロ

夫
釣
り
し
裟
の
雑
煮
に
年
迎
う
　
　
　
日
下
　
文
■

一
輪
の
そ
れ
明
る
か
り
福
寿
草
　
　
鈴
木
　
民
子
一

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

　
　
◎
四
月
例
会
は
、
春
の
吟
行
会
の
た
め
休
み
ま
す
。
一

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
入
、

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町
一

一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
．
俳
句
の
併
記
は
不
可
。
∵
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
7



●『おかあさんの勉強室』

　　　　学級生を募集します
「家庭における子どもの育て方」に

ついて、テレビを利用しながら疑間

点・間題点を話しあう勉強会です。

・対象
①幼児学級・・3歳一5歳児をも

　　つ母親・おばあさん…20名

②小学生学級…1年～6年生の母

　　親・おばあさん………20名

・期　間　平成元年5月～2年3月

　　　　（月1回　10時～12時）

・場　所　中央公民館（視聴覚室）

・利用するテレビ放送

主に「NHKお母さんの勉強室）

・申し込み　4月15日（土）までに教育

委員会教育課社会教育係

智25－2111（内線412）へお申

　し込みください。

●訪問健康診査の

　　　　受検者を募集します
　自宅で療養中の15歳以上の市民の

方（ねたきり状態、歩くのに不自由

で外に出られない方）で、過去3年間

結核の検診を受けていない人に対し、

自宅まで出向いて行き検診を実施い

たします。検診を希望される方は、

お申し込みください。

・検診予定　5月～6月

・検診内容　内科検診

　胸部レントゲン撮影、心電図検

　査、尿・血液検査など

・検診料無料
・申し込み　4月28日囲まで、市保

健衛生課盈25－2111（内線606・607〉

へお申し込みください。

●自衛官を
　　　　　募集しています
・応募資格　3月に高校を卒業した

　者及び18歳から25歳までの者

・身分　特別職国家公務員

・待遇　初任給は月額115，000円

　防衛庁職員給与法により定期昇給

　（年1回）、賞与（年3回4．9月分）

　9～12か月で昇給125，000円

※詳しくは、市民課智25－2111また

は、大河原募集事務連絡所費0224－

53－2185へお問い合わせください。
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●第17回（最終回）宮城県

　青年の船団員を募集します

・運行日程

　8月19日㈹～9月1日働14日間

・訪問先

　中華人民共和国（北京・天津市）

・応募資格

①日本の国籍を有し、県内に居住

　する20歳以上36歳未満の男女。

②過去に参加した者も可。

・活動内容　船内の研修活動のほか

訪問先での歴史的遺跡・教育文化・

産業・経済施設の視察および中国

青年との交歓、交流など。

・経　 費参加負担金165，000円

　　　　諸経費40，000円
・募集人員　324名
・募集期間　4月1日～5月15日

・問い合わせ・申込先

　白石市教育委員会教育課

　社会教育係盈25－2111（内線411）

●糖尿病教室

　　　　受講生を募集します

　糖尿病は生涯にわたり療養の必要

な病気です。同じ病気を持つ伸間と

話をしたり、食事や生活のしかたを

勉強してみませんか。

・日　程　1回：5月18日㈲2回：

　5月29日（月）3回：6月11日（日）

　4回：7月11日（火）5回：7月24

　日（月）　6回：8月25日働

・会場及ぴ時問

　臼石市健康センター　9：30～13130

・材料費2，000円（受講生負担・6回分》

・申込み先

　○現在通院中の方は、主治医にご

　相談ください。

　○市外に主治医をお持ちの方は、

　市保健衛生課盈25－2111（内線

　606・607）へご相談ください。

。受付期間　4月10日～5月10日

・教室担当　医師、保健婦、栄養士

・主　催　臼石刈田地区地域医療対

策委員会・臼石市医師会・自石市・

仙南保健所臼石支所

　v’！

鳶

、
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世界保健テー
（4月7日〉

●青年海外協力隊

　　　　隊員を募集します

　青年海外協力隊員は、現地の人々

と同じ言葉を話し、同じところに住

み、同じものを食べ、自らの利益を

求めることなく、ひたすら開発途上

国の新しい国づくりに協力していま

す。

　青年海外協力隊事務局では、平成

元年度春の募集として、次により隊

員を募集します。

・応募資格　満20歳から原則として

　35歳までの日本国籍をもつ青年男女

・応募方法　青年海外協力隊所定の

　願書を協力隊事務局に期日まで提出

・願書締切日　平成元年5月31日㈱

　　　　　　（消印有効）

・派遣期間　2年間

・派遣職種　農林水産・加工・保守

操作・土木建築・保健衛生・教育

文化・スポーツなど約150種

・募集説明会

〔仙台〕

　・期日　4月24日（月）、5月10日㈹、

　5月19日㈹、　5月30日（火）

　・時間　午後6時30分～

　・会場　仙台第一生命タワービル

　11F　B会議室費022－223－5151

　　（〒980仙台市一番町4－6－1）

〔石巻〕

　・日時　5月25日㈲午後6時30分一

　・会場　石巻文化センター第1研

　修室　盈0225－94－2811

　　（〒986石巻市南浜町1－7－30）

・問い合わせ先　国際協力事業団東

北支部盈022－223－5151

●奥の細道300年フェスティバル

　　　　『新・奥の細道，募集

　東北の中で美しさや潤い、文化、歴

史、産業などの面で魅力ある地域、21

世紀にむけて創り、守り、育てていき

たいものまたは地域を募集します。

・応募方法

　はがきか封書に具体的な場所名、

選んだ理由、住所、氏名、年齢、

　電話番号、できれば写真添付のう

　え5月10日までご応募ください。

・発　表　9月1日

・応募先・問い合わせ先　〒980仙

　台市錦町1－11－1　NHK仙台放送

局内　奥の細道300年フェスティ

　バル実行委員会「新、奥の細道係」

　且022－211－1016

勤労青少年ホーム

　　平成元年度
勤労青少年ホームは、心身ともに成長過程にある青少年

が、自らすすんで人間形成に努めることを促進するため、

スポーツや各種事業・相談事業等を通して、自主性および

創造性を培い、余暇を有効に活用するための“フレキシブ

ルな空間”です。

○利用資格　市内に居住もしくは勤務する勤労青少年。

○申込方法　ホームに用意してある申込書または電話で申

　し込んでください。

お気軽にご参加くださいノ

受講生・サークル会員募集

教養講座（4月～平成2年3月）

○開館時間　午後1時～9時

○休館日　日曜・祝日・年末年始

○利用証の書き替え

これまで使用していた利用証は期限切れになりますので、

新たに申込みの手続きをしてください。

○詳しくは、勤労青少年ホームヘお問い合わせください。

　費25－3720

★サークル活動は多くの仲間の友情で★

講座　名

日本舞踊直派若柳流

羊 裁

書 道

茶道裏千家流

料 理

社交ダンス

華道　池坊

華道小原流
着 寸f
民 φ

缶

曜日

月

〃

〃

火

〃

〃

木

金

〃

〃

時間
18：30～

〃

19：00～

18：30～

〃

19：30～

18：00～

18：30一

〃

19：00～

葭
貝定

15名

〃

20名

15名

25名

20名

〃

〃

15名

〃

受講料・持物

6α〕円・扇子・ゆかた

材料実費・裁縫道具

500円（教本）、道具一式

400円、．ヨベさ等

材料実費、米（約1合）

靴 等

花代実費、花バサミ等

〃 〃

着物、小物類
歌　　　集（1000円）

クラブ・サークル

名 称

将棋倶楽部
ベドミントン・クラブ

リコーダー・コンソート

臼　笛の　会

エアロビクス・サークル

ボウリング・クラブ

歌声倶楽部
テニス・クラブ

ジヤズグンス
スターグスト・キ・ソト

曜日

水

火

第1・3・5

火

2
火

第

水

〃

〃

〃

木

時間
17：00～

19：00一一

〃

〃

19：30～

18：30集合

18：30～

18：31）集含

19：00～

会費

無料

〃

〃

2000円
～2500円

〃

実費

無料

lOOO円

2000円
一3㈱円

一ロメッセージ

盤上に燃そう青春の炎

和気あいあいにひとときを

サロン・コンサートの気分で

“稚”の世界を奏でよう

健康増進・シェイプ・アップに

若さをピンにぶっつけよう！

歌好き集合ノ
レベノいアリプに一役！

楽しく汗を流しましょう！

図書館からのおしらせ
　4月から貸出し番号が
　　　　　　　変わります
　今まで使用していた本の貸出し登

録番号を、4月1日から新しく書き

かえます。書きかえは、子ども・お

とな・グループごとに備えつけの用

紙に、住所・氏名・電話番号などを

書いて受付に提出してください。

　初めて利用される方も、受付で登

録の手続きを済ませると、すぐに本

を借りられます。

　移動図書館“こまくさ”でも、4

月から登録番号の書きかえを行いま

すので、利用されるときに手続きを

してください。

★図書館あんない

○開館時間

　月一土圓蓬日　　9：00～16：55

　日　曜　日　10100～16：0（1

0休館日
　4月29日（みどりの［D、4月30日

　（館内整理のため）

★図書館利用あんない

o利用できる方は、臼石市に住所を

有する方、または市内に勤務して

いる方で、一入5冊まで借りられ

　ます。

O職場、グループで、まとめて借り

　ることもできます。

Q借りる期間は、15日間（ただし、

新刊雑誌は3日間）、グループは、

　／か月間借りられます。

☆自石市図書館

　　｛匿監26－3004

禽
嬉
膳
釧
9
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タ
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→・新刊図書あんないゆ一

・御三家の黄金幽・（B　南原　幹雄

・夢空幻　　　　堀　 和久

・事故死の真相　　　　青木　　翼

・私の昭和史　　　　　加藤　周一

・狂雲われを過ぐ　　　古川　　薫

・経済学の考え方　　　宇沢　弘文

・女のいる情景　　　　池田満寿夫

程、たちはもっと欲しいモノがある伊藤　桂子

・営業サービス研究技術　　潮田音次郎

・持統女帝の謎　　　　山本　　借

・武家女夫録　　　　　安西　篤子

・野望最前戦　　　　　豊田　行二

・権謀の裏　　　　　　滝口　康彦

日経をウラ読みすれば誰でも株で儲けられる

　　　　　　　　西野武彦

子どもの本

・地球大紀行

・祭の晩
・ふたごの木

・おばあちゃんの絵本

・アンドレのほ1うし

小学館
宮沢　賢二

女市山奇　　・』，馬

谷川俊太郎

児島なおみ

みんなの図書館
”，



　交通安全サクラメール受渡式（3月24日市役所）

　おじいちゃん、おばあちゃんに交通安全を呼びかける

交通安全サクラメールが、一・二小の児童代表から交通

安全協会臼石支部長に手渡されました。

おしらせコーナー

　　まちの話題
　　　誘致企業（古賀オール）地鎮祭（3月14日）

　深谷の佐久来農工団地において、古賀オールの地鎮祭

　が行われ・工事の安全が祈願されました。企業誘致によ

　1）就労の場がますます増加することが期待されます。

剰「淑　一霧、菱叢、誌
喩一　　　　う翼　　　　　　気
　　　　　　　　　　　浴4　　　』「一艦『

　　　　　　　　　　　酔

　　．醗．麗畷驚
薫癬　 く

春の川干を行います

火の元にこ3主意／

福岡公民館鍵管理者の

変更にっいて

満77歳以上の方に

市敬老祝金を贈呈“たします

　用水路のしゅんせつと補修のため

春の川干しを行います。各ご家庭と

も周囲や占用箇所の溝払いをすると

ともに、火の元にご注意ください。

●期　間　4月15日（士）午前6時から

　4月17日（月）午後5時まで（3日間）

●区域
　臼石土地改良区管轄用水路全域

　4月1日（力から次のとおり変更に

なりますのでお知らせいたします。

●鍵管理者

　臼石市福岡長袋字陣場が丘10－4

　日rTぐ　光1［　費25－0262

紙上から

お礼申しあげます一

税の窓口侮
税金は納付に便利な

　　口座振替をお勧めします

★ロ座振替とは～金融機関があなた

　にかわって、納期限までにご指定

の預金口座から自動的に払い込む

制度です。

★手続きは簡単です～口座振替依頼

書・納付届（市指定金融機関の窓

　口に常備）に必要事項を記入し、

預金口座にご使用の印かんを押す

だけで、毎年、自動的に継続され

　ます。

4月30日は、』国民健康保険税

第1期の納期限です！

口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をご確認ください。なお、

国民健康保険税の口座加入者で世

帯主を変更された方は、すみやか

に変更届を提出してください。

　社会福祉事業や教育の充実のため、

ご寄附をいただきました。

●創価学会代表役員森田一哉氏　●

高橋勲氏　●浅香澄子氏　●大平親

睦会会長今村明氏・大平盆踊実行委

員会会長松野泰志氏　●二瓶正蔵氏

●佐藤鉄筋工業所佐藤定雄氏　●高

橋甚兵衛氏　●櫻場常雄氏　●東北

アツギ㈱臼石工場取締役工場長乾康

利氏　●斎藤準氏　●東北電力㈱臼

石営業所所長永沼昭氏　●昭和睦会

会長鈴木五朔氏　●小片良夫氏　●

高山巖氏　●小野壱産業㈱代表取締

役小野重夫氏　●臼石市立自川小学

校歴代父母教師会長代表遠藤　誠氏

●牧野利雄氏　●全国元軍入恩給未

受者連盟自石支部長牧野利雄氏　●

●申酉会会長大槻賢滋氏　●渡辺方

子氏　●太田厚氏　●佐藤忠志氏

●宮城労働金庫臼石支店支店長駒板

信夫氏　●臼石市文化協会　●山田

實氏　●洞口ふみ氏●佐々木正雄氏
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　本年12月31日までに満77歳（大正

元年12月31日以前の出生者）以上に

なる方で、本年3月31日現在におい

て口本の国籍を有し、臼石に住所を

有する方に、市敬老祝金を贈呈いた

します。

O敬老祝金の額　年額5，000円

O持参するもの　通知書・印鑑

受領は代理の方でもかまいません。

（ただし印鑑は該当者本人のもの）

※通知書は、4月17日付で発送しま

すが、通知のない場合は市社会福祉

事務所総務係盈25－2111（内線154）

へお申し出ください。

　　　日　程　　表

地区

越河

斎川

大平

大鷹沢

臼川

福岡

小原

臼石

月日

4月25日

銅25日

日月

4月25日

4月25日

4月2淵

4月25日

4目21j日

時間

9時～15時

9時～1塒

9時～15時

9時～15時

9時一15時

9時～15時

9時一塒

9時一15時

場　　所
越河事務連絡所

斎川事務連絡所

臼石市社会福祉事務所

友鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

臼行市社会福祉事務所

小原事務連絡所

白石市社会福祉事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
●移転先　　　　　　　　　　！

［
　一　9δ3f山台市宮ま成野区蜜失石包田∫1番士也

　　仙台第4合同庁舎

醐

　　　記念のタイムカプセル（3月24目　小原小）

　西暦2000年に20歳となる2年生が、絵や写真など現在

の様子をそのままタイムカプセルに入れ万蔵稲荷に納め

ました。このカブセルは、西暦2000年に開封されます。　　　躾

　　　　　　　　　　噸醐、瀬泳、、、鞭

　　　　　　　　　　騨構琴議慰1三獅ll鉱響

i野、』 ど　卿・・o㌧勧踊
おしらせコーナー

県の機関の

土曜閉庁について

寿山（緑が兵）団地

分譲住宅募集のお知らせ

白石市奨学生の募集について

教育委員会から

　県の機関は、四月から毎月の第二

・第四土曜日が体みになレ）ます。た

だし、次の機関は従来通り業務を行

います。

レ名取病院、瀬峰病院、成入病セン

　ター、拓桃医療療育センター、警

察署、運転免許センターなど

〉美術館、図書館、歴史資料館、県

民会館、少年自然の家、青年の家

　中央児童館など

レ県立高校、養護学校、保母専門学

　院など

詳しくは、県人事課盈0222（263〕21

11内線2309、教育庁行政課022（275）

9111内線2705へどうぞ。

〈申込受付期間〉

　4月9日（日）～4月17日（月）

○一般分譲住宅　5戸

○地域振興供宅　5戸

　（市の援助と公庫割増融資付）

○地域特別分譲住宅　5戸

　（県の援恥と公庫割増融資付）

○宅地分譲　25区画

　詳しくは、市建設課費25－2111

（内線262・263）または、宮城県住

宅公社船迫現地案内所岱0224－57－

2184へお間い合わせください。

※市役所建設課及び1階市民室に、

　バンフレヴトを備えつけてありま

　す。

社会教育ボランティア

「やまぶき会」会員募集／

市営住宅入居者

募集のお知らせ

●対象　市内在住の婦入（20歳以上）

●定例会　毎月1回第2火曜日

　　　　中央公民館図書室

●主な事業内容

lD児童館において16ミリ映写

12）他市町村ボランティアとの

　　　　　　　　交流研修
〔3）ゲートボールの実技・審判の手

　伝い
●申し込み　4月28日（翻まで、教育

　委員会教育課社会教育係盈25－21

　11（内線412）へ。

1新　館〕　3DK　　　6，δ00～12，600円　8戸

1郡　山！　3DK　　　　　　22，000円　1戸

1緑が丘11　3DK　　14，500～1さ，500円　6戸

〔白川1　3K　　　　　3，60n円　1戸

1岩　崎〕3DK　l新築）28，000～29，0UO円　5戸

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で高等学校以上の学校、または、

これと同等の学校に在学する学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に奨学生を募集します。

●募集人員大学生：5入以内、短

　大生：3入以内、高校生：2人以

　内（応募状況により変更すること

　があります）

●貸付金の額

　大学生　月額　20，000円

　短大生　　〃　20，000円

　高校生　　〃　10，000円

※申請の手続きなど詳しくは、教育

委員会管理課総務係岱25－2111（内

線415）へお問いあわせください。

市内一斉サイレ7吹鳴について

総務課から

※市建設課住宅係盈25－2！11（内線

262、263》で随時申し込みを受付け

ます。詳しくは、同係ヘビうぞ、

たばこは

市内で買いましょう〃

　臼石市消防団では、4月16日（日）

午前8時30分より、臼石第一小学校

校庭において、春の消防演習を実施

いたします。

　当日、団員招集のため次により市

内一斉サイレンを吹鳴いたしますの

で、火災と問違わないよう、ご注意

願います。

●サイレン吹鳴時間

　平成元年4月16日（印　午前7時
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今月の休日当番医
2日　（日曜日）

内科　三浦クリニック智25－6854

外科　刈田病院　　　盈25－2145

歯科　白石中央歯科　豊24－5554

9日（日曜日〉

内科　海上医院　　　費25－1501

外科　宮城医院　　　留25－2062

歯科　岩田歯科　　　盈25－2191

16日　（日曜日）

内科　刈田病院　　　盈25－2145

外科　刈田病院　　　盈25－2145

歯科　小野歯科　　　費25－8007

23日　（日曜日）

内科　柿崎医院　　　貿25－2210

外科　加藤（大）医院　費26－2653

歯科　高沢歯科　　　姪25－5220

29日　（みどりの日）

内科　亘理医院　　　費25－8501

外科提医院　 智25－1181

隣科高橋歯科　　盈26－3543

30日　（日曜日）

内科　大沼医院　　　費25－2502

外科　斎藤医院　　　豊25－1221

歯科　亘理歯科　　　奮26－2563
※都合により変軍になる場合もあります、

市内の交通事故

4月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談
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　夏曾旨　　　0人
　詰デ　　（0人）

p
場 所

白石市役所
1階市民室

自石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室
白石市f隻戸斤2F皆

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役戸斤2F皆

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

自石市役戸斤2F皆

第2会議室
白石市役所4階

第4会議室
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白
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内』 容

市行政に対する質問、

要望等にっいて、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法入の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一一

般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

負傷者数

　7人（28人）

物損件数

　 第一回東中学校卒業式

3月17日、東中学校体育館にお

いて、第一回の卒業式が行われま

した。卒業生たちは、4目の開校以

来東中の新たな伝統をつくるため、

中体連等において活躍し、東中の

歴史の／ぺ一ジを築きました。

式後、両側に並び見送る在校生

の間を、ちょっとテレながらも堂

々と卒業していきました。

12件
（71件）

と
数
在

　
　
現

口
帯
t

　
　
　

人
世
化

　●　●
響響

42，560人
（＋26人）

　●　響

21，675人
（＋16人）

　●　響

21，659人
（一18人）
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